
　　　　

令和６ 年 　12 月 　5 日

放課後
学校休業日
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00
00

分から
17
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時
00
00

分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

■企画イベント：音楽療法士による音楽イベント・理学療法士による理学療法イベント
■季節イベント：書初め正月遊び・節分・ひな祭り・卒業進級を祝う会・こどもの日・水遊び・夏祭り・お化け屋敷・ハロウィン・せらぴーカフェ・いもほり・クリスマス会
■毎月イベント：誕生会・フリマ　■季節ごとの製作　■定期的に避難訓練(火災・地震・水害など)

（別添資料１）

家族支援

面談により支援の情報共有とご家庭との連携
ご家庭の状況に応じ利用日.利用時間の調整 移行支援

フリマイベント等でB型作業所との交流
学校や関係機関との情報共有と連携

地域支援・地域連携

支援者会議への参加

職員の質の向上

法人内での各委員会の設置
定期的な内部・外部研修の参加

支　援　内　容

基本的な生活スキルを獲得していけるよう支援していきます。
心身のリラックスや、ストレスの軽減を図る機会を取り入れていきます。

運動機能の向上と保持、そして姿勢の保持を目的として体を動かす機会を作ります。
作業学習を通して手先・指先の運動機能の向上を図ります。
音楽やリズムに合わせて体を動かすことが「心地よい」と感じる経験を積んでいきます。

本
人
支
援

ひとりひとりの特性に合わせた教材を用意し、数・数量・大小・色・仲間分け・順番等を習得できるよう支援していきます。
文字の読み書きの能力の向上を図っていきます。

言葉・発声・表情・身振り・アイコンタクトなど、持てるすべてのコミュニケーションに必要な機能を引き出していけるよう支援していきます。
音楽に言葉を乗せて発声を促していきます。
指示理解を深め、意思表出に繋げていきます。

イベントなどの集団活動に参加することによって、「順番を待つ」・「決まりを守る」などの社会性を養っていきます。
中高生による、係活動などの「役割のある活動」を通して、他者と関わる機会を持ち、社会性を身につけていきます。

支援方針

興味のあることを見つけ、更に興味の幅を広げて色々な学びに繋げていくことにより、社会的スキルを身につけていけるよう支援していきます。
言葉での会話が難しくても、いろいろなコミュニケーション手段を引き出していけるよう支援していきます。
身の回りの、自分でできることを増やしていけるよう支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
色々な活動に取り組み、楽しく過ごしながらゆっくりと、たくさんの経験や体験を増やしていきます。そして、「できた！」成功体験を増やし、自信に繋げていく事を大切にしていきま
す。一人ひとりの個性を大切にしながら、5年後、10年後の将来を視野に入れ、周りから愛される存在になっていただけるよう支援を行っていきます。

事業所名 　　　おりーぶせらぴー 作成日支援プログラム


